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-
慣
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問

題

の

統

　計

的

研

究

第

口

序

言
.

汐

見

三

郎

物
慣
問
題
特

に
物
償
の
製
動
が
通
貨
の
総
額
ε
如
何
な
る
關
係
を
有
す

る
や
の
問
題
は
、
理
論
上
か
ら
云
っ
て

も
實
襟
上
よ
り
す

る
も
考
究
す

べ
き
大
問
題
で
あ
る
。
本
問
題
は
、
そ
の
齎
す
影
響
が
極
め
て
重
大
な
る
を
以
て

あ
ら
ゆ
る
方
面
よ
b
凡
て
の
方
法
を
つ
く
し
て
研
究

せ
ね
ば
な
ら
兎
。
か
の
統
計
的
研
究
方
法
の
如
き
、
そ
.の
最

も
主
要
な
る
も

の
、
一
で
あ
る
。

我
国
最
近
の
経
済
論
は
殆

ん
ご
物
償
問
置
に
始
終
し
て
み
る
ざ
云
っ
て
も
差
支

へ
な
か
ら
う
。
殊

に

一
般
物
償

問
題
の
中
で
物
慣
騰
貴

ε
通
貨
膨
脹
ご
の
關
係

に
封
ず

る
議
論
が
、
.問
題
の
焦
熱
を
な
し
て
み
る
の
守
あ
る
。
而

し
て
我
国
の
物
償
を
反
影
す

る
も
の
ε
し
て
は
日
本
銀
行
調
東
京
卸
萱
物
償
指
数
あ
り
、
且

つ
通
貨
の
歌
態
の
基

準

ご
な
る

一、
き
も
の
ε
し
て
日
本
銀
行
冤
換
券
獲
行
高
が
あ
る
、
從

っ
て
我
国
の
物
償
論
ぱ
、
要
す

る
に
東
京
物

債
指
敷
及
び
そ
が
日
銀
兌
換
券
獲
行
高
ε
如
何
な
る
關
係

に
立

つ
や
の
問
題

に
蹄
着
す

る
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
、
.

物
慣
問
題
の
統
計
的
研
究

第
十
六
巻

(第
}
號

二
四
こ

二
四
】

●
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物
償
問
題
の
統
計
的
研
究

第
十
六
巻

(第
「號

二
四
二
)

二
四
二

此
種
の
問
題
を
研
究
す
み
に
當
り
て
は
先
づ
事
の
眞
相
を
究
む
る
爲
め
、
物
償
摺
敷
で
兌
換
券
獲
行
　口回
ご
の
両
者

が
現
實
如
何
な

る
状
態
に
あ
b
や
、
天
理
歌
鵡
至
.乃
迄

に
辿
り
し
趨
勢
如
何
を
明
に
す

る
を
要
す

る
の
で
あ
る
。

こ
れ
統
計
的
研
究
が
本
問
題
解
決
に
特
に
適
切
な
る
所
以
で
あ
る
。

余
は
曾
て

「
我
国
現
時

の
物
贋
騰
貴
域
通
貨

妊
の
關
係
」
蓬
題
し
て
、
我
が
物
償
問
題

熊
關
す

る
統
計
的
研
究

エ

ヨ

を
公

に
し
た
。
早
速
藪
田
博
士
南
嘉

一
氏
よ
り
有
益
.な
る
高
激
を
恭
べ
し
啓
獲
せ
ら
る

出
所
が
少
く
な
か
っ
た
。
.

め

其
後
繭
田
博
士
三

慮
余
の
立
場
を
明
に
し
、
更

に
再
度
の
筆
を
執
ら

を

し
た
が
遂

に
其
意
を
得
な
か
っ
た
、

撚
れ
こ
も
、
物
償
問
題
を
物
横
指
蝋
及
び
兌
換
券
獲
行
高
の
方
面
よ
り
統
計
的
.に
研
究
す
る
事
は
學
問
上
如
何
に

も
必
要
で
あ
り
、、
且

つ
今
日
は
大
正
八
年
の
當
聴
ご
は
物
償
事
情
が
全
く

一
攣

し
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
再
び

材
料
を
蒐
集
し
て
本
論
を
草

し
た
の
で
あ
る
。

第
二

研
.
究

方

法

物
慣
ε
通
貨

ε
の
關
係
を
統
計
的
に
明
に
す

る
に
當
り
、
其
研

究
方
法
乞
厳
密

に
限
定

し
て
榿
か

ね
ば
な
ら

ぬ
。
蓋
し
幾
多

の
論
者
の
口
を
洩

る
、

「
物
甑
ご
通
貨
ざ
は
相
關
因
果
の
關
係
に
立

つ
、
物
慣
の
攣
動
は
通
貨

に

影
響
し
.
通
貨

の
攣
動
は
物
債
に
影
響
す
」
ご
の
.如
き
曖
味

な
る
摘
播
論
は
、
統
計
的
研
究

に
極

め
て
禁
物
な

る

が
故
で
め
る
。

1)
2)
3)

4)

拙稿(本 誌 第八 巻266-28頂)

騰 農雛 購 響醗灘 哲藪蟹(国民纒購 第
福 田博士:物
南嘉一氏:池
二十七叡or-426頁}
拙稿;物 煩騰貴 ご通貨 ミの關係 に就 一く繭 田博士 に答ふ(本 誌第八巷668687頁)



饗

謬

已

て
は
・
欝

の
側
に
宴

雰

欝

御
勤
霧

碁

勢

器

・
習

の
側
星

霜

察

欝

の

リ

カ

　

し

ヵ

カ

カ

も

券
毎
月
年
増
獲
行
高
を
採
用
し
セ
。
物
債
指
数
ご
し
て
は
日
銀
卸
費
指
数
は
不
適
當
な
り
こ
の
議
論
あ
れ
ぜ
」
も
、

余
は
か
、
る
窮
屈
の
考
を
有
し
な
い
か
ら
、
月
並
の
卸
費
指
数
に
よ
る
事

ε
し
た
の
で
あ
る
.
因
に
日
銀
物
償
指

数
は
上
、
中
薄.
下
旬
の
李
均
数
で
あ
る
コ
、又
通
貨
ざ
し
て
は
硬
貨
、
小
額
紙
幣
、
日
本
銀
行
兌
換
券
の
全
部
を
牧
む

る
方
法
あ
レ
、
更
に
預
金
通
貨
を
算
定
包
含
す

る
議
論
も
め
る
。
撚
れ
こ
も
通
貨
膨
脹
ご
し
て
常

に
議
論
せ
ら
る

を
の
が
日
銀
兌
換
券
に
し
て
、
且

つ
続
計
上
よ
b
見
る
も
比
較
的
正
確
な

る
は
兌
換
券
敷
字
な
る
が
故
に
、
弦
に

は
日
本
銀
行
兌
換
券
毎
月
雫
均
獲
行
高
を
通
貨
側
の
代
表

に
選
擁
し
た
の
で
あ
る
。
毎
月
李
均
獲
行
高
に
よ
る
べ

ぎ
か
月
末
流
通
高
を
鐸

ぶ
べ
き
か
に
っ
き
で
も
種

力
議
論
が
あ
る
が
、
余
は
輻
田
博
士

の
意
見

に
從
ひ
卒
増
高
を

探
る
事
ε
し
た
。

コ

　

次

に
阻
題

ε
な

る
の
ば
期

間

で
あ

る
。

毎
日
.
毎

週

、
毎
旬

、
毎

月
、
毎
半
期

、
毎

年

ε
大
小
種

々
の
時
を
匠

　

の

介
す

る
事

が
出
來

る
が
、
余
は
研
究

の
必
要

上
よ

b

し
て
月

別
数
字

に
よ

る
事

ε
し
た
。

思

ふ
に
、
時

の
匠
分
は

細
な

る
が
上

に
も
微

な

る
事
を
要
す
れ
こ

も
、
勅

般
指
数
が
月

別
よ
り
糟
…密

に
現

は
れ
ざ

る
掬
以

て
、
兌

換
券
物

償
摺
激

の
双
方
を

通
じ

て
月

別

に
よ

る
ε
し
π
。
.

　
む

り
　
　

む

　

数
字
の
取
扱
に
關

し
特
に
注
意
を
要
す

る
は
、
敷
字
そ
の
も
の
よ
与
も
寧
ろ
其
鍵
化

の
趨
勢
を
明

に
す

る
事
で

あ
る
。
.蓋
し
敏
字
そ
の
も
の
は
幾
多

の
誤
謬
を
含
む
も
、
.愛
化

の
趨
勢
に
就
て
は
誤
差
が
清
去
ぜ
ら
れ
比
較
的
正

物
償
問
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統
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第
+
六
巻

(第
【號

二
四
三
)

二
四
三

5)松 村光三氏:物 債政策(太 陽第二十入巻第十一 號3頁)
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物
便
問
題
の
統
計
的
研
究

第
十
六
巻

〔第
「
號

二
四
四
)

二
四
四

確

猛

る
敷
字

を
得

る
事
が
出
摩

る
か
ら

で
あ

る
。

然

る
に
墜
化

の
趨

勢
を
見

る
の

に
、

叉

二
つ
の
方

法

が
分
れ
る

一
は
攣
化

の
差

に
よ
り
、
他

は
愛

化

の
比

に
よ

る

の
で
あ

る
。
両
者

選
揮

の
標

準
は
各
・場
合

に
よ
b

事
情

を
異

に

す
れ

こ
も

、
大
盤

よ
b
云

へ
ば
比

の
方
が
差

よ
り
優

っ
て
み

る
。
特

に
物
債

ご
通
貨

ご
の
關

係

の
問

題

に

つ
い
て

は
、

「
同

一
比
の
攣

化
」
な

る
事
を
高
調
す

る
所

謂
貨
幣
敷
量

論
者

が
あ
り
、
労

々
其
所
読

を
検
討

す

る
必
要
上
・

ロ

カ

ち

も

も

比
を
採
用
せ
ね
ば
な
ら
鬼
。
此
意
味
よ
り
し
て
、
余
は
本
問
題
を
愛
化
の
比
の
み
よ
り
扱
ふ
事
ε
し
た
。
封
敷
圃

表
を
使
用
し
た
の
は
全
く
此
目
的
に
出
て
み
る
。

以
上
、
物
贋
側
ざ
し
て
は
日
本
銀
行
調
東
京
卸
賀
物
債
指
数

の
毎
月
卒
均
敏
、
蓮
貸
倒
ご
し
て
は
日
本
銀
行
兌

換
券
毎
月
季
均
獲
行
高
を
`
り
、
其
攣
化

の
比
を
明
に
し
た
る
が
本
研
究

で
あ
る
。
大
正
三
年
以
後
最
近

に
至
る

両
者
の
趨
勢
を
封
藪
圖
表
に
作
製
す

る
ご
、
次
の
結
果
を
得
る
事
が
出
来
る
。

'
問
題
は
、
第

一
圖
表
に
現
は
れ
た
る
物
慣
ご
兌
換
券
ε
の
数
字
關
係
を
如

何
に
研
究
す

べ
き
や
に
存

し

て
み

る
。
論
者
の
往
々
口
に
す
る

「
両
者

は
相
關
因
果
の
關
係

に
あ
り
」

ε
は
如
何
な
る
事
を
意
味
す
る
か
、「
鶏
炉
卵

を
生
む
、
卵
が
鶏
を
生
む
」

の
論
理
の
遊

臓
を
本
問
題

に
適
用
す

る
事
は
果
し
て
何
の
意
義
を
齎
す
か
、
余
は
此

程

の
因
果
論
を
今
更
繰
返
す
事
を
好

ま
な

い
、
此
統
計
撒
.字
を
飽
く
迄
學
問
的
に
分
析

し
た
い
の
で
あ
る
。

余
の
議
論
は
極

め
て
軍
純

で
あ
る
。
曰
く

一
、
菟
換
券
腰
行
高
及
び
物
償
指
敬
め
正
常
瓶
態
は
如
何
な
る
も
の
な
り
ゃ
、
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.



物
債
問
題
の
統
計
的
研
究

策
士
ハ巻

索

一號

二
四
六
)

二
型
八

二
、「
兌
換
券
獲
行
高
ε
物
横
指
敷
の
両
者

に
就
て
、
そ
の
正
常
状
態
を
破
り
し
時
期
は
何
時
な
b
や
、

三
・
正
常
肌
態
を
破
り
し

「
聴
の
前
後
」
を
標
準

窪
し
て
、
先
づ
破
り
し
も
の
が
原
因

臆
し
て
之
に
続
け

る
も
の

が
結
果

で
あ
る
。

故

に
余

の
議
論
の
根
柢
を
な
す
も
の
は
、
兌
換
券
及
び
物
贋
の
正
常
状
態
で
め
る
。
而
も
所
謂
正
常
状
態
た
る

や
決
し
て
固
定
的

の
も
の
で
な
く
絶
え
ず
愛
化
し
て
み
る
。
從

っ
て
璽
化
極
ま
り
無
き
統
計
数
字
の
中
に
或
規
律

を
獲
見
し
・
實
際
統
計
数
字
が
其
規
律
を
逸
脱
せ
レ
時
期
如
何
物
調
査
し
紀
い
の
で
あ
る
。
弦

に
統
計
的
技
巧
を

施
す
箆

が
可
奪

存
レ
て
る
る
。
.而
し
て
余
の
因
果
論
は
、
そ
の

憂

化
の
特
の
前
後
」
義

見
す

る
事

に
其

.

意
味
を
限
定
す

べ
き
で
あ
る
。

余
ば
、
物
償
の
正
常
状
態
を
組
成

分
子
た
る
償
格
指
数

に
よ
っ
て
定
め
、
兌
換
券
の
正
常
状
態
を
季
節
的
鍵
動

.

に
て
知
り
、
更

に
両
者
の
關
係
を
綜
合
的
に
観
察
す
る
が
爲
め
に
移
動
李
均
を
用

い
た
の
で
め
る
。
從

っ
て
問
題

は
、
儂
格
指
敷

ε
兌
換
券
の
季
節
的
愛
動
こ
両
者
の
移
動
子
均
ざ
の
三
に
分
る
。

第
三

偵

格

指

数

日
本
銀
行
調
査
東
京
卸
費
物
償
指
敷
の
総
卒
均
な
る
も
の
は
、
實
は
五
十
六
品
目
の
卸
賞
摺
激
の
算
術
牛
均
で

あ
る
。
.故

に
物
贋
の
研
究
を
詳
細

に
試
み
る
に
は
、・
継
竿
均
よ
b

一
歩
を
進
め
、
各
日
四
目
特
有
の
事
椿
…を
明
証
せ



'

ね
.ば
な
.ら
諏
、

こ
れ
余
が
物
償
指
数
の
総
李
均
以
外
に
所
謂
慣
略
帽
敷
な
る
も
の
＼
算
定
を
企
て
、
我
が
物
償
の

正
常
瓶
態
を
察
知
せ
ん
こ
し
た
る
所
以
で
み
る
。
.償
幣
揖
敷
を
求
む
る
覚
め
、
先
づ
日
銀
物
、横
指
撒
の
組
成
分
子
陀

る
五
十
六
品
目
を
穀
物
、
食
料
品
、
繊
維
工
業
晶
、
全
脳
類
、
燃
料
、
建
築
材
料
、
特
殊
工
薬
品
、
肥
料

、
雑
品

に
分
類
し
、各
部
類
の
卒
均
敷
を
算
定

し
た
。次

に
各
部
類
千
鈞
敷
が
総
李
均
の
上
下
に
占
む
る
割
合
を
百
分
敷

に

て
調

べ
、
そ
れ
《
、

ズ
ラ
ス
オ

マ
イ
ナ
ス
ε
に
て
示
し
π
の
で
あ
る
。
第

　
表
は
総
牛
均
を
申
.沿
ε
し
て
の
償
格

指
数
の
上
下
の
開
き
を
溶
し

た
も
の
で
あ
る
。
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低
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る
。
然

し
物
債
絡
平
均
の
騰
貴

の
際

に
も
組
成
分
子
た
る
債
格
指
数
即
ち
各
種
貨
物
の
交
換
比

に
大
受
化
が
あ
.る

場
合
め
り
、
饗
化
少
き
聴
も
め
る
。
此
は
絡
平
均
が
下
落

の
時
保
合
の
時
に
も
窺
ひ
得

る
の
で
め
る
。
各
種
貨
物

」
の
償
絡
措
撒
が
総
李
均
を
去

る
L
下
の
幅
が
何
特
増
大
し
何
時
減
少
し
叉
何
時
現
状
を
維
持
せ
る
や
、
此
等
は
審

に
考
究
を
要
す

る
重
大
問
題
で
め
る
。
第
二
国
表
は
此
間

の
消
息
を
明

に
す

る
の
目
的
を
以
て
.作
製
し
た
も
の
で

め
る
。

物
償
騰
貴
・し
云

へ
ば
総
手
均

ε
殆

ん
ご
同

一
比
に
て
凡
て
の
貨
物
の
債
格
が
上
下
す
る
様
な
議
論
も
見
受
け
る

事
が
あ
る
が
、
此
圃
炭
は
そ
の
然
ら
ざ
る
事
を
示
し
て
み
る
。
我
が
物
儂
は
如
何
な
る
趨
勢
を
辿
る
が
正
常
な
り

ゃ
、
総
奉
均
は
幾
何
よ
り
幾
何
に
攣
化
し
償
格
指
数
は
如
何
に
愛
化
す
る
が
正
常
な
b
や
、
而
し
て
其
正
常
状
態

を
破
り
し
時
期
如
毎
、
此
等
の
諸
問
題

の
解
決
如
何
に
よ
b
、
物
儂
指
数
の
攣
化
の
期
を
明
に
す
る
事
が
田
楽
る

の
で
あ
る
。

第
四

兌
換
券
謹
行
高
の
季
節
的
攣
動

日
銀
兌
換
券
季
均
獲
行
高
の
趨
勢
を
見
る
に
、
物
償
指
数
ε
異
り

一
年
中

に
非
常

に
鍵
化
し
て
み
る
。
從

っ
て
.

の

其
正
常
歌
態

を
調

査
す

る
儒

め
に
は
、
季
節
的
攣
動

を
明

に
す

る
事
が
、
最

も
適

切
な

る
方
法

な
り
ざ
云
は
ね
ば

な
ら

諏
、
か
く

て
第

二
表
を
作
製

し
た
の
で
あ

る
。

物
偵
問
題
の
統
計
的
研
究

第
+
六
巻

(第

一
號

二
五
三
)

二
五
三

8)捉 稿:日 銀兌換券嶺行高の季 節的攣動(木.1:第 十五巻78g-794頁)
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鑑
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鎌
.

嚢

惚
　

羅

　蠕
　

登
.腔

日
銀
兌
換
券
李
均
獲
行
高
の
季
節
的
愛
動
を
明
に
す

る
偏
め
に
第
二
爽
に
用
ひ
た

る
数
字
ば
、
毎
年
各
月

の
数

字
に
其
前
後
二
年
の
當
該
月
敷
字
を
加

へ
た
も
の
＼
算
術
平
均
で
あ
る
。
例

へ
ば
大
正
九
年
十
月
の
季
節
的
愛
動

を
示
す
数
字
十
徳
⊥
ハ
千
九
百
七
十
五
萬
圓
は

、

{大
正雛
舗

大
纛

輻

・

大
難

鯖
・
.
大
証
詳
舗
.

大
正
一
癖
舗
}　

観
円

の
順
序

に
よ
り
之
を
得

る
事
が
出
家
る
。
即
ち
大
正
七
年
乃
至
十

一
年
の
五
年
間

の
十
月
の
撒
字
を
李
均
す

る
の

で
あ
る
。
か
く
て
毎
月
撒
字
に
つ
き
此
手
績
を
繰
返

へ
す
ご
兌
換
券
凝
行
高
の
憂
動
の
或

一
定

の
型
を
窺
ふ
事
が

出
来
る
。
第
三
圖
表
は
此
目
的
で
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
月
よ
り
五
月
に
か
け
て
絶
え
ず
減
少
し
五
月
に
至
り
井
底
に
沈
み
し
兌
換
券
獲
行
高
が
、
其
後
漸
次
増
加
し

て
十

一
月
に
至
り
、
最
後
に
十

二
月
に
俄
に
膨
脹
す
る
の
で
ぬ
る
。
而
し
て
此
現
象
は
年
々
歳

々
繰
返

へ
さ
れ
て

み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
兌
換
券
獲
行
高
の
正
當
の
型
な
る
も
の
は
實
に
季
節
的
憂
動
に
て
窺
ふ
事
が
出
来
る
。
此

正
常

の
型
を
何
塒
兌
換
券
の
實
撒
が
破
b
し
か
、
こ
れ
叉
因
果
論
研
究
の
有
力
な
る
材
料

で
あ
る
。

物
便
問
題
の
統
計
的
研
究

第
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五
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食

…五

移

動

李

均

の
方

法

以
上
.
粉
債
指
数

`
日
銀
兌
換
券
獲
行
高

ε
の
両
者
に
つ
い
て
其
正
常
状
態
を
明

に
し
た
の
で
あ
る
。
物
儂
は

組
成

分
子
た
る
償
格
指
激
に
よ
り
其
正
常
状
態
を
窺
ふ

べ
く
、
兌
換
券
は
季
節
的
塑
動

に
基
き
其
正
常
状
態
を
調

べ
る
事
が
出
来
乃
。
前
者
は
上
下
の
幅
小
な
る
を
常

ε
し
鈍
性
を
帯
び
て
み
る
、
他
方
は
よ
下
の
幅
大
に
し
て
敏

性
で
あ
る
。
後
者
に
季
節
的
愛
動
を
窺
ひ
、前
者

に
其
構
成
要
素
を
研
究
し
た
の
も
相
當
の
理
由
が
存
し
て
み
る
。

次
に
両
者
の
綜
合
的
研
究
ε
し
て
移
動
卒
均

の
方
法
を
用
ひ
る
事
ε
し
た
。
敏
性
を
帯

ぶ
る
も
の
こ
鈍
性
を
帯

ぶ
る
も
の
こ
の
直
接
比
較
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
か
ら
、
両
者
を
比
較
す

る
に
は
其
敏
性
鈍
性
を
消
去

し
て
同

】
型

の
も
の
を
得

ね
ば
な
ら

源
。
藪
に
毎
月
の
数
字
に
っ
き
、
前
六
箇
月
後
五
箇
月
こ
れ
に
當
月

の
激
字
を
加

へ
て
前

後
都
合
十
二
箇
月
の
敷
字
の
移
動
雫
均
を

ε
つ
た
の
で
あ
る
b
試

に
物
償
指
数
に
つ
き
て
云

へ
ば
、
大
正
十

一
年
・

五
月
に
該
賞
す
る
二
六
五
な
る
数
字
は

.　彗
　　∴

醤

慰

問
鞭肩
"
鷲

　　ギ

大
正
十
年
十

一
月
乃
至
大
正
十

一
年
十
月
の
物
償
指
激
の
卒
均
で
あ
る
。
`

第
三
表
は
物
債
指
敷

ε
兌
換
券
ε
の
移
動
李
均
を
牧
め
た
も
の
で
あ

っ
て
ハ
.
.
共
闘
係
を

一
層
明
瞭
な
ら
し
む
.る

「儒
め
に
、
両
者
の
現
實
敷
字
を
も
併
せ
示
し
て
遣

い
だ
。

物
便
問
題
の
統
計
的
研
究
.
.
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第
三
嚢
を
基
礎

・し
し
,
日
銀
物
横
指
厳
及

び
日
銀
兌
換
券
嶽
行
高
の
現
實

の
数
字
に
、
其
移
動
墾
均
を
配
す
る

ご
、
第
四
圖
表
を
得
る
事
が
出
家
る

両
者

の
微
妙
な
る
關
係
を
大
磯
髪
髭
せ
し
め
て
み
る
。

往
々
論
者
は
兌
換
券
ε
物
償
-し
が
同
じ
比
例
で
上
下
す

る
が
如
く
説
く
者
が
み
る
が
、
其
誤
な
る
事
は
第
四
圖

表
を

一
見
し
て
も
明
で
あ
ら
う
。
現

に
最
近
大
正
十

一
年
十
月
の
敷
字
を
見

る
に
。
兌
換
獲
行
高
は
十

一
億
四
千

萬
圓

に
し
て
明
治
三
十
三
年
十
月
の

一
億
九
千
萬
圓
に
比
し
六
倍
、
大
正
三
年
十
月

の
一二
億
圓

の
四
倍
近
く
で
あ

る
、
然

る
に
物
償
は
明
治
三
十
三
年
十
月
を

一
〇
〇
ε
す
れ
ば
最
近
は
二
五
二
、
大
正
三
年
十
月
を

一
〇
〇
.ε
せ
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物
価
問
題
の
統
計
的
研
究

第
+
遠
巻

(第
一
號

二
六
四
)

二
六
四

ぱ
十

一
年
十
河

は
二

〇
〇

で
あ
る
、
片

方
が
六
倍
、

四
倍

な

る
に
、
他
方

が
二
倍

宇
、
二
倍

な
る
が
如

き
、
注
目
す

.

べ
き
現

象

で
は
な

い
か
。

睾

・
・
の
方
程
式

〒

ぞ一.<
叶
7
量

、見

事
實

を
あ

て
は

め
考

へ
る

ε
、
貨
物
側
の

事
情
を
特

に
重
観
す

べ
き
所
以
が
明
重
な
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
i
M
V
V
を
問
懸
の
外

に
置
く
時
は

-
M
は
P
以

上
に
増
加
し
て
む
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
等
式
の
成
立
す
る
爲
め
に
は
、
分
母
た
る
T
に
大
攣
化
あ
b
し
事
を
胚

要
ε
す

る
の
で
あ
る
。
こ
れ

一
振
の
通
貨
萬
能
論
の
根
本
的
に
誤
れ
る
事
を
示
せ
る

一
例
謹
で
あ
る
。
、更

に
兌
換

券
獲
行
高
の
出
た
る
大
正
九
年
・一
月
の
十
三
億
圓
毫
に
比
し
現
今
大
正
十

一
年
十
月
は

一
割
二
分
減

の
十

一
億
四

千
萬
風
な
る
に
、
物
債
は
最
高
の
大
正
九
年
三
月
の
四
二
五
に
比
し
現
在
は
四
割
減
の
二
五
二
で
あ
る
。
敏
性

の

兌
換
券
に
愛
化
少
く
鈍
性
の
物
償
に
大
受
動
あ
る
は
、
考

へ
ね
ば
蓼
ら

阻
事
實
で
あ
る
。

こ
れ
天
草
純
な
る
貨
幣

数
量
読
の
成
立
し
難

き
所
以
で
あ

る
。

、

、

物
償
ε
通

貨
ε
の
關
係
特

に
其
因
果
關
係
は
、
移
動
李
均
数
字

`
現
實
敷
字

ε
を
比
較
す
る
事

に
よ
り
、

一
層

明
瞭
こ
な
る
の
で
あ
る
。

第
六

結

論

通
貨

冠
物
便
ざ
の
關
係
を
、
日
本
銀
行
兌
換
券
千
鈞
獲
行
高
芒
日
本
銀
行
調
東
京
卸
費
物
櫃
指
撒

ピ
の
關
係
に

つ
き
調

べ
、
或
は
両
者
の
正
常
歌
態
を
慣
格
指
敷
運
季
節
的
攣
動
ε
に
て
窺
ひ
、
更
に
移
動
卒
均

に
て
綜
合
し
た
の

●



が
、
本
研
究
で
あ
る
、
両
者
の
關
係
が
非
常

に
複
雑
し
て
み
る
事
を
知

る
に
足
る
の
で
あ
る
。

本
論

に
於
て
余
の
取
扱
ひ
し
は
、
大
正
三
年
乃
至
大
正
十

一
年
の
最
近
九
年
間

に
於
け
る
日
本
銀
行
兌
換
券
獲

行
高
雌
日
本
銀
行
調
東
京
部
費
物
贋
指
数

ε
の
比
較
で
あ
る
。

両
者
共

に
、

大
正
三
四
年
が

最
小
の

数
字
を
示

し
、
大
正
八
九
年
を
以
て
そ
の
山
己
す

る
事
が
出
來
る
。
是
に
於
て
か
、
貨
幣
敷
量
説
論
者
は
通
貨
膨
脹
原
因
に

し
て
物
償
騰
貴
共
結
果
な
り
ε
不
用
意

に
結
論
す
る
の
で
め
る
。
假
に
両
者

の
趨
勢

に
密
接
な
る
關
係
あ
り
`
す
.

る
も
、
其
關
係
よ
り
し
て
直
に
日
銀
兌
換
券
に
原
因
を
締
し
物
債
指
数
に
其
結
果
を
求
む
る
の
は
如
何
に
も
不
可

思
議
の
論
法
で
あ
る
。
も
し
此
論
理
を
是
認
し
得

べ
く
ん
は
、
何
故
逆
に
物
償
指
数

に
原
因
を
求

め
兌
換
券
に
結

果
を
求
む
る
立
論
を
も
是
認
し
得
な
い
の
で
あ
ら
う
か
汐

か
の
相
聞
因
果
關
係
説
の
如
き
、
全
く
北
極

の
因
果
論

の
行
詰
り
を
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
余
が
、
物
僧
ε
兌
換
券
ざ
の
正
常
歌
態
を
調

べ
、
現
實
撒
字
が
其
正
常
擬

態
を
破
り
し
塒
の
前
後
を
以
て
因
果
論
を
考
究

せ
ん
こ
し
た
の
は
、
論
理
の
遊
戯
を
好
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
。
呪

ん
や
、
物
腰
指
数
ε
兌
換
券
獲
行
高
ご
の
攣
動
は
、
償
格
指
数
及
び
季
節
的
攣
動
に
て
窺
は
る
＼
が
如

く
、
極
め

て
微
妙
な
る
製
遷
の
跡
を
示
し
、
決
し
て
置
純
の
も

の
ε
云
ふ
事
が
出
来
な
い
。
い
、よ
く

以
て
常
識
的
物
償
諭

.

の
.危
険

た
る
を
知

る
に
足

る
の
で
あ
る
。

一
見
本

論

に
直

接
關
係

無
き
が
如

き
儂
格
指
数
及

び
季
節

的
愛

動
を
捕

へ
凍

っ
た

の
は
、
兌

換
券

ε
物

僧

ε
の
間

に
存
す

る
橋

渡

し
を
求

め
、
以

て
幾
分
た
り

ご
も
問
題

の
解
決

に
資

せ

ん
ε
す

る
目
的

に
出

で
た

の
で
あ

る
。

物
価
問
題
の
統
計
的
研
究

錆
+
六
巻

(篁

號

二
六
五
)

二
六
五

「



.

ピ

物
慣
問
題
の
統
計
醐
研
究

第
十
六
巻

(第
一
號

二
六
六
)

二
六
太

り

本
論
は
純
然
た
る
統
計
的
研
究
で
あ
る
。
從

っ
て
其
目
的
ご
す

る
駈
は
決
し
て
問
題

の
解
決
に
あ
ら
す
、
新
な

る
問
題

の
提
供
で
あ
る
。
而
も
目
的
ε
す
.る
問
題
の
提
出
そ
れ
自
鵠
も
充
分
に
遂
げ
ら
れ
ざ
り
し
は
,
こ
れ
全
く

材
料
の
蒐
集
整
理
に
案
外
手
間
取
り
し
爲
め
で
あ

っ
て
非
常

に
遺
憾
で

あ
る
。
最
後
に
、
本
研
究

に
謝
し
絶
え
ず

刺
戟
を
與

へ
ら
れ
し
稲
田
博
士
及
び
、
本
問
題
研
究
の
途
中
逝
去
せ
ら
れ
し
篇
學

の
士
南
嘉

一
氏
に
謹

ん
で
敬
意

を
表
す

る
の
で
あ
る
。

臼

↑

.


